
 

 

令和元年７月１０日 

 

 三次市総務企画部総務課 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースリリース 

三次市職員採用資格試験の実施について 
～ 事務職 ・ 保育士 ・ 技師（土木 ・ 建築） ～ 

職員採用資格試験を別紙のとおり実施します。 

 

 １ 採用職種および採用予定人員 

  ① 事務職Ａ（一般事務） 

  ② 事務職Ｂ（障害のある人）  

  ③ 事務職Ｃ（Ｕターン枠）      

  ④ 保育士             

  ⑤ 技師（土木）          ※①②の合計で１５人程度 

⑥ 技師（建築）          ※③～⑥各若干名     

 

 ２ 日程等 

・申込受付期限：令和元年８月２３日（金）まで 

 ・第１次試験日：令和元年９月２２日（日） 

  ・採 用予 定 日：令和２年４月 １日 

 

 ３ 今年度の特徴 

   平成３０年７月豪雨災害からの着実な復旧のため，土木技師・建築技師の対象

年齢を拡充して募集します。 

   三次への愛着や強い思いを持った人材を積極的に採用するため，引き続きＵタ

ーン枠を設けて募集します。 

  

 

〔別紙〕 受験要項【 事務職・保育士 ／ 技師（土木・建築） 】 

 

三次市 総務企画部 総務課 職員係 （担当／加藤・杉谷） 

電話番号：0824-62-6105  FAX番号：0824-62-6137 

Ｅ-mail：soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp 

〒728-8501 広島県三次市十日市中二丁目８番1号 

本件に関するお問い合わせ先 

mailto:soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp


- 1 - 
 

 

 

            三次市 

 職員採用資格試験 
－令和元年度 受験要項－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 申 込 受 付 期 間  

 令 和 元 年 7 月 1 0 日 （ 水 ） ～ 8 月 2 3 日 （ 金 ）  

 

■ 第 １ 次 試 験 日  

令 和 元 年 9 月 2 2 日 （ 日 ）  

 

 

 

 ◆採 用 職 種◆ 

■事務職 一般事務 

     障害のあ る 人 

     Ｕ タ ー ン 枠 

■保育士 
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■ 市 長 か ら の メ ッ セ ー ジ  

 

 来 た れ ！ 三 次 の 未 来 を 拓 く チ ャ レ ン ジ ャ ー  

               三 次 市 長  福  岡  誠  志  

 

 「 令 和 」 と い う 新 た な 時 代 を 迎 え ， 本 市 で は ， 市 民 の 皆 様 の 声 を 丁

寧 に 聴 き な が ら ， そ れ ぞ れ の 声 に 寄 り 添 い ，「 子 育 て し や す い 三 次 ， 生

き が い の 持 て る 三 次 ， 誰 も が 暮 ら し や す い 三 次 」 の 更 な る 充 実 を め ざ

し ，「 新 し い 三 次 づ く り 」 に 向 け て さ ま ざ ま な 施 策 を 展 開 し て い ま す 。  

 

 し か し な が ら ， そ の よ う な 取 組 と 努 力 の 中 で も ， 人 口 減 少 ・ 少 子 高

齢 化 は 急 速 に 進 行 し て お り ， 平 成 2 7 年 度 の 国 勢 調 査 に よ る と ， 本 市 の

人 口 は 5 3 , 6 1 5 人 で ， 5 年 前 の 前 回 調 査 か ら 2 , 9 9 0 人 減 少 し て い る 状 況

で す 。 厳 し い 数 字 で は あ り ま す が ， よ り 良 き も の へ の「 変 革 」， 子 ど も

の 未 来 の た め の「 挑 戦 」， 市 民 の 皆 様 と の「 対 話 」 を 基 軸 に ， 市 民 の 皆

様 が 暮 ら し や す さ を 実 感 で き ， 魅 力 と 活 力 あ る 三 次 市 の 実 現 に 向 け ，

行 政 運 営 を 推 進 し て い く 必 要 が あ る と 考 え て い ま す 。  

 

 人 口 減 少 ， 少 子 高 齢 社 会 を は じ め と す る 厳 し い 現 実 に 真 正 面 か ら 向

き 合 い ， こ の 流 れ を 緩 和 ・ 抑 制 す る と と も に ， 人 口 減 少 に 適 応 し な が

ら ， 市 民 の 皆 様 の し あ わ せ な 生 活 を 守 っ て い く た め に ， 本 市 の 職 員 に

は 一 人 ひ と り が 市 民 の 皆 様 と し っ か り と 対 話 を し ， 地 域 の 課 題 を 発 見

す る 感 性 と 経 営 感 覚 を 持 っ て ， 共 に 汗 し て 知 恵 を 出 し 合 い ， 自 ら 解 決

に 向 け 行 動 し 続 け る 力 が 求 め ら れ ま す 。  

 

 本 当 に 困 っ て い る 人 を 助 け る 優 し さ や ぬ く も り を 持 ち ， 自 ら 本 気 で

考 え ， い か な る 困 難 に も 最 後 ま で あ き ら め ず に 粘 り 強 く 取 り 組 む こ と

の で き る ， チ ャ レ ン ジ 精 神 と 実 行 力 を 持 っ た 方 ， 三 次 市 は そ の よ う な

人 材 を 求 め て い ま す 。  
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  《 採 用 試 験 の 流 れ 》  

第 1 次 試 験   第 2 次 試 験   第 3 次 試 験  

○ 総 合 適 性 検 査  

○ エ ン ト リ ーシ ート  

 ○ 集 団 面 接  

○ 小 論 文 試 験  

 
○ 個 別 面 接  

■ 三 次 市 が め ざ す 職 員 像  

市 民 と の 対 話 力 が あ り 自 発 的 に 考 え 機 敏 な 行 動 が で き る 職 員  

 

 共 感 力  市民と の対話を 大切にし て市民の思いと 共感する「 心」  

            市 民 一 人 ひ と り が 見 て い る 「 風 景 」 を 見 る こ と が で き ，  

            そ の 奥 底 に あ る 思 い や 課 題 を 理 解 す る こ と が で き る 職 員  

 

 決 断 力  社会環境の変化を的確につかみ変革を生み出す決断をする「 頭」  

      時 代 ・ 社 会 ・ 地 域 の 変 化 を 感 じ ，「 前 例 踏 襲 」 や 「 事 な か  

      れ 主 義 」 の よ う な 「 守 り 」 で は な く ，「 変 化 」 す る こ と を  

      選 択 で き る 職 員  

 

 行 動 力  必 要 な こ と に 機 敏 に 力 強 く 取 り 組 み 行 動 す る「 体 」 

      市 職 員 と し て 自 分 は 何 の た め に 存 在 す る の か を 自 ら に  

      問 い か け ， 地 域 の た め に 一 歩 を 踏 み 出 す 職 員  

■ 三 次 市 の 採 用 試 験 制 度  

公 務 員 試 験 対 策 は 不 要  

 三 次 市 で は ， 前 述 の 人 材 を 採 用 す る た め ， 試 験 制 度 を 事 前 の 公 務 員
試 験 対 策 を 必 要 と し な い 人 物 重 視 の 採 用 試 験 へ と 見 直 し て お り ， 第 １
次 試 験 で 行 う 総 合 適 性 検 査 は ， 民 間 企 業 の 入 社 試 験 と 同 様 の 内 容 で あ
り ， 公 務 員 試 験 特 有 の 社 会 や 人 文 ， 自 然 に 関 す る 一 般 的 な 問 題 は 出 題
さ れ ま せ ん 。  
 試 験 対 策 に 十 分 な 時 間 を と る こ と が で き な い 方 や ， 民 間 企 業 を 中 心
と し た 就 職 活 動 を 行 っ て い る 方 で あ っ て も 受 験 し や す い 内 容 に な っ て
い ま す 。  

人 物 重 視 の 採 用 試 験  
 試 験 で は ， 求 め る 人 材 像 へ の マ ッ チ ン グ に 重 点 を 置 い て 評 価 し ま す 。
人 物 の 評 価 を 充 実 す る た め ， 第 １ 次 試 験 で は エ ン ト リ ー シ ー ト を ， 第
２ 次 試 験 以 降 ２ 回 の 面 接 試 験 を 実 施 し ま す 。  
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※ 各 職 種 に つ い て ， 受 験 資 格 の す べ て を 満 た す 人 が 受 験 で き ま す 。  

採 用 職 種  
採 用  
予 定  
人 員  

受  験  資  格  職 務 内 容 等  

事 務 職 Ａ  

（ 一 般 事

務 ）  

15 人

程 度  

① 平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた人 

② 令和 2 年 4 月 1 日に採用可能な人 

戸籍・ 住民登録， まち づ

く り ， 税務， 福祉などの

市民生活に 密着し た 仕

事から ， 企画， 総務， 財

政な ど の市政運営に 携

わる 仕事ま で，行政全般

に わた り 幅広い 分野の

業務に従事し ます。  

事 務 職 Ｂ  

（ 障害のあ

る人）  

① 昭和 59 年 4 月 2 日以降に生ま れた人 

② 令和 2 年 4 月 1 日に採用可能な人 

③ 身体障害者手帳， 療育手帳， 精神障害

者保健福祉手帳のいずれかの交付を 受け

て いる 人（ 申込受付日及び受験日当日に

おいて有効なも のに限る ）  

事務職Ａ と 同じ  

事 務 職 Ｃ  

（ Ｕ タ ー

ン 枠 ）  

若 干 名  

① 昭和 54 年 4 月 2 日以降平成 2 年 4 月 1

日ま でに生ま れた人 

② 令和 2 年 4 月 1 日に採用可能な人 

③ 次の全てに該当する 人 

 ・ 本人又は配偶者が， 過去において 三次

市に住民票上の住所を 有し ている 人 

・ 令和元年 7 月 31 日現在， 三次市外に在

住し ている が， 採用後は三次市内に定

住でき る 人 

・ 一つの民間企業等（ 国・ 地方公共団体

含む） での職務経験が令和元年 7 月 31

日現在で 5 年以上ある 人（ ※２ ）  

事務職Ａ と 同じ  

保 育 士  若 干 名  

① 平成 2 年 4 月 2 日以降に生まれた人 

② 保育士資格を 有する 人（ 令和 2 年 3 月

までに資格取得見込みの人を 含む）  

③ 令和 2 年 4 月 1 日に採用可能な人 

市立保育所等に お い て

保育業務に従事し ま す。 

※  受 験 資 格 に 係 る 注 意 事 項  

１  次 の い ず れ か に 該 当 す る 人 は 受 験 で き ま せ ん 。（ 地 方 公 務 員 法 第 1 6 条 に 該 当 す る 人 ）  

 ①  成 年 被 後 見 人 又 は 被 保 佐 人  

 ②  禁 錮 以 上 の 刑 に 処 さ れ ， そ の 執 行 を 終 わ る ま で 又 は そ の 執 行 を 受 け る こ と が な く な る  

  ま で の 人  

 ③  三 次 市 職 員 と し て 懲 戒 免 職 の 処 分 を 受 け ， 当 該 処 分 の 日 か ら 2 年 を 経 過 し な い 人  

 ④  日 本 国 憲 法 施 行 の 日 以 後 に お い て ， 日 本 国 憲 法 又 は そ の 下 に 成 立 し た 政 府 を 暴 力 で 破  

  壊 す る こ と を 主 張 す る 政 党 そ の 他 の 団 体 を 結 成 し ， 又 は こ れ に 加 入 し た 人  

２  民 間 企 業 等 に お け る 職 務 経 験 に は ， 会 社 員 ， 団 体 職 員 ， 自 営 業 者 ， 公 務 員 等 と し て 正 規  

 社 員 と 週 当 た り の 勤 務 時 間 が 同 じ 勤 務 形 態 で 就 業 し て い た 期 間 が 該 当 し ま す 。  

３  学 歴 及 び 国 籍 は 問 い ま せ ん 。  

４  三 次 市 が 令 和 元 年 度 中 に 実 施 し た 他 の 職 員 採 用 資 格 試 験 を 受 験 さ れ た 方 は ， 本 要 項 に よ

る 職 員 採 用 資 格 試 験 は 受 験 で き ま せ ん 。  

５  本 要 項 に 定 め る 採 用 職 種 に つ い て ， 1 受 験 者 に つ き 1 職 種 し か 受 験 で き ま せ ん 。  

 

１  採 用 職 種 ， 採 用 予 定 人 員 及 び 受 験 資 格  
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 ( 1 )  試 験 の 流 れ 及 び 方 法  

試験区分 第 1 次試験  第 2 次試験  第 3 次試験 

試験日 

令和元年 9 月 22 日（日） 

         13 時から 

受付：12 時 15 分 

    ～12 時 45 分 

（次のいずれかの予定） 

令和元年 10 月 16 日（水） 

       10 月 17 日（木） 

       10 月 19 日（土） 

（次のいずれかの予定） 

令和元年 11 月 6 日（水） 

       11 月 7 日（木） 

       11 月 9 日（土） 

会場 三次市役所 三次市役所 三次市役所 

試験科目 

■総合適性検査 

（択一式）60 分 
■集団面接 ■個別面接 

文章理解，語彙，計算，

判断推理，数的推理，資

料解釈及び 組織で の人

間関係や，業務への順応

性・適応性についての検

査 

集団で の面接による口述

試験，グルー プ デ ィスカ ッ

ション，グループワーク等を

予定 

個 人 ご と の 面 接 に よ る

口 述 試 験  

■エン ト リ ーシ ート  

（記述式）60 分 

■小論文試験 

（記述式）60 分 

 

志望動機，自己 PR など

（具体的な質問事項は，

第１次試験当日に発表し

ます。） 

課題に 対す る理解，論理

的思考力，表現力等につ

いての筆記試験 

※ 第 2 次 試 験 及 び 第 3 次 試 験 の 日 程 は 現 時 点 で の 予 定 で す 。 詳 細 に つ き ま し て は ，  

 合 格 通 知 の 中 で 連 絡 し ま す 。  

 ( 2 )  試 験 当 日 の 持 参 品  

   受 験 票 及 び 筆 記 用 具 （ Ｈ Ｂ の 鉛 筆 又 は シ ャ ー プ ペ ン シ ル ， 消 し ゴ ム ） を 持  

  参 し て く だ さ い 。  

 ( 3 )  合 格 発 表  

第 1 次 試 験  

合 格 者 の 受 験 番 号 を 1 0 月 7 日 （ 月 ） 午 後 1 時 （ 予 定 ） に 三 次 市 役

所 東 館 1 階 ロ ビ ー に 掲 示 す る と と も に ， 三 次 市 の ホ ー ム ペ ー ジ 上

で 発 表 し ま す 。 ま た ， 合 格 者 へ は 合 格 通 知 を 文 書 で 通 知 し ま す 。  

掲 示 ・ 掲 載 期 間 は い ず れ も 1 週 間 の 予 定 で す 。  

（ 三 次 市 ホ ー ム ペ ー ジ  ht t p : //www. c i t y . mi y os hi . h i r os h i ma . j p/）  

第 2 次 試 験  第 2 次 試 験 以 後 は ， 受 験 者 全 員 に 合 否 の 結 果 を 文 書 で 通 知 し ま す 。

合 格 発 表 の 時 期 等 は ， 各 試 験 実 施 時 に 連 絡 し ま す 。  

な お ， 電 話 で の 合 否 の 問 い 合 わ せ に は お 答 え で き ま せ ん 。  第 3 次 試 験  

 ( 4)  合 格 か ら 採 用 ま で  

  ①  こ の 試 験 の 選 考 に 基 づ く 最 終 合 格 者 は ， 採 用 候 補 者 名 簿 に 職 種 ご と の 成  

   績 順 に 登 録 し ， 令 和 2 年 4 月 1 日 に 採 用 の 予 定 で す 。  

    な お ， 採 用 候 補 者 の 資 格 は 令 和 3 年 3 月 3 1 日 ま で で す 。（ 例 年 ， 最 終  

   合 格 者 は ， 自 己 都 合 に よ る 辞 退 の 場 合 を 除 い て 全 員 採 用 さ れ て い ま す 。）  

  ②  試 験 の 結 果 に よ っ て は ， 合 格 者 が な い 場 合 及 び 補 欠 合 格 を 行 う 場 合 が あ  

    り ま す 。  

  ③  補 欠 合 格 者 は ， 令 和 3 年 3 月 3 1 日 ま で に 合 格 者 の 採 用 辞 退 ， 取 消 ， 欠  

２  試 験 の 方 法 及 び 内 容  

http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp/


- 6 - 
 

   員 等 が 発 生 し た 場 合 に 順 次 採 用 し ま す 。 な お ， 欠 員 等 の 発 生 状 況 に よ っ て  

   は 補 欠 合 格 者 と し て 登 録 さ れ て も 採 用 さ れ な い 場 合 が あ り ま す 。  

  ④  1 の 受 験 資 格 を 満 た さ な い 場 合 は ， 採 用 さ れ る 資 格 を 失 い ま す 。  

  ⑤  日 本 国 籍 を 有 し な い 職 員 の 配 置 や 昇 任 に つ い て は ，「 公 権 力 の 行 使 又 は 公  

   の 意 思 の 形 成 に 参 画 す る 公 務 員 に つ い て は ， 日 本 国 籍 を 必 要 と す る 」 と い  

   う 公 務 員 の 基 本 原 則 に 基 づ き 行 い ま す 。  

 

 

 

 ( 1 )  提 出 書 類 （ 必 須 ）  

履 歴 書  

（ 申 込 書 ）  

記 入 事 項 の 全 て に つ い て ， 黒 の ボ ー ル ペ ン を 使 用 し ， 楷 書 で 丁 寧

に 全 て 自 書 し て く だ さ い 。  

申 込 前 6 か 月 以 内 に 撮 影 し た 写 真 （ 上 半 身 ・ 脱 帽 ・ 正 面 向 き ・ 縦

4 ㎝ 横 3 ㎝ ） を 所 定 の 位 置 に 貼 っ て く だ さ い 。（ 写 真 の 裏 面 に 受 験

職 種 と 氏 名 を 記 入 ）  

返 信 用 封 筒  

後 日 受 験 票 を 送 付 し ま す の で ， 申 込 者 自 身 の 宛 て 先 （ 郵 便 番 号 ，

住 所 及 び 氏 名 ） を 明 記 し ， 8 2 円 分 の 切 手 を 貼 っ た 長 形 3 号 封 筒

（ 1 2 . 0 ㎝ ×2 3 . 5 ㎝ ） を 提 出 し て く だ さ い 。  

 ( 2 )  申 込 方 法  

直 接 持 込 み

の 場 合  

三 次 市 総 務 企 画 部 総 務 課 職 員 係（ 三 次 市 役 所 東 館 3 階 ） へ 提 出 し

て く だ さ い 。  

郵 送 の 場 合  

提 出 書 類 を 角 形 2 号 封 筒（ 2 4 . 0 ㎝ ×3 3 . 2 ㎝ ） に 入 れ ， 封 筒 の 表 左

下 に 赤 字 で 「 採 用 試 験 申 込 （ ○ ○ ○ ）」（ ※ ○ ○ ○ は 採 用 職 種 名 ）

と 書 き ， 裏 に 差 出 人 の 住 所 ・ 氏 名 を 明 記 し ， 郵 便 局 の 窓 口 で 必 ず

特 定 記 録 郵 便 扱 い と し て 早 め に 申 し 込 ん で く だ さ い 。 そ の 際 ， 郵

便 局 で 発 行 さ れ る 受 領 証 は ， 受 験 票 が 届 く ま で 大 切 に 保 管 し て お

い て く だ さ い 。  

  ※ 提 出 さ れ た 書 類 は お 返 し し ま せ ん 。  

 ( 3 )  申 込 先  

   〒 7 2 8 -8 5 0 1  三 次 市 十 日 市 中 二 丁 目 8 番 1 号  

    三 次 市 総 務 企 画 部 総 務 課 職 員 係 （ ℡ ： 0 8 2 4 -6 2 -6 1 0 5 ）  

 ( 4 )  申 込 受 付 期 間  

直 接 持 込 み

の 場 合  

令 和 元 年 7 月 1 0 日 （ 水 ） ～ 8 月 2 3 日 （ 金 ）  

 午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時 1 5 分 （ 土 ・ 日 及 び 祝 日 を 除 く ）  

※ 上 記 (3 )の 申 込 先 に 提 出  

郵 送 の 場 合  
令 和 元 年 8 月 2 3 日 （ 金 ） 午 後 5 時 1 5 分 ま で に 申 込 先 に 必 着  

※ 上 記 (3 )の 申 込 先 に 特 定 記 録 郵 便 と し て 郵 送  

 ( 5)  受 験 票 の 交 付  

   受 験 票 は ， 申 込 時 に 提 出 の 返 信 用 封 筒 に よ り ， 令 和 元 年 8 月 3 0 日 （ 金 ）  

  頃 ま で に 発 送 す る 予 定 で す 。 9 月 4 日 （ 水 ） ま で に 届 か な い 場 合 は ， 総 務 課  

  職 員 係 へ 連 絡 し て く だ さ い 。  

 ( 6 )  個 人 情 報 の 取 扱 い  

   履 歴 書 （ 申 込 書 ） 等 に 記 載 さ れ た 個 人 情 報 に つ い て は ， こ の 試 験 の 実 施 及  

  び 採 用 後 の 人 事 管 理 上 の 目 的 に 限 っ て 使 用 し ま す 。  

 

３  受 験 手 続  
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※ 平 成 3 1 年 4 月 1 日 現 在 の 条 件 で す 。  

※ 金 額 等 に つ い て は ， 給 与 改 定 等 を 受 け て 変 更 さ れ る こ と が あ り ま す 。  

 

 

 

※ 職 員 採 用 資 格 試 験 の う ち ， 第 1 次 試 験 8・ 9 月 実 施 分 に つ い て の 受 験 実 績 で す 。  

採 用 職 種  
平 成 30 年 度  平 成 29 年 度  平 成 28 年 度  

受験者数 採用者数 受験者数 採用者数 受験者数 採用者数 

事 務 職  9 2 人  11 人  1 3 7 人  9 人  1 4 4 人  1 0 人  

技 師 （ 土 木 ）  2 人  0 人  4 人  0 人  1 人  0 人  

技 師 （ 建 築 ）  －  －  1 0 人  1 人  0 人  0 人  

保 健 師  3 人  2 人  －  －  5 人  2 人  

保 育 士  1 7 人  5 人  2 2 人  4 人  2 7 人  9 人  

 

初 任 給  

大 学 卒  1 8 0 , 7 0 0 円  

短 大 卒  1 6 4 , 2 0 0 円  

高 校 卒  1 5 3 , 0 0 0 円  

※ 卒 業 後 の 経 歴 等 に 応 じ て 一 定 の 額 が 加 算 さ れ ま す 。  

諸 手 当  
三 次 市 職 員 の 給 与 に 関 す る 条 例 の 定 め に 従 い ， 扶 養 手 当 ， 住 居 手 当 ，

通 勤 手 当 等 が 支 給 さ れ ま す 。  

賞 与  
年 2 回 支 給 （ 6 月 ， 1 2 月 ）  

給 料 ＋ （ 地 域 手 当 ） ＋ （ 扶 養 手 当 ） の 4 . 4 5 ヶ 月 分 （ 年 間 ）  

勤 務 地  三 次 市 役 所 及 び 各 支 所 等  

勤 務 時 間  
午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時 1 5 分 （ 休 憩 １ 時 間 ）  

※ 保 育 士 は シ フ ト 勤 務 と な り ま す 。  

休 日  

土 ・ 日 曜 日 ， 祝 日 ， 年 末 年 始 （ 1 2 /29 ～ 1 /3 ）  

※ 保 育 士 は シ フ ト に よ っ て は 土 曜 日 勤 務 と な り ，替 わ り に 平 日 が 休 日

と な り ま す 。  

休 暇 等  年 次 有 給 休 暇 ， 夏 季 休 暇 ， 結 婚 休 暇 ， 介 護 休 暇 ， 育 児 休 業 等  

健 康 管 理  定 期 健 康 診 断 ， 保 健 指 導 ， カ ウ ン セ リ ン グ  

共 済 制 度  広 島 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合 の 組 合 員 と し て 健 康 保 険 ，厚 生 年 金 に 加 入  

互 助 制 度  
職 員 互 助 会 の 会 員 と し て ， ク ラ ブ 活 動 や サ ー ク ル 活 動 ， 慶 弔 等 の 互 助

制 度 に 加 入  

４  勤 務 条 件 ・ 福 利 厚 生  

５  職 員 採 用 資 格 試 験 の 実 績  
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 受 験 手 続 ， そ の 他 こ の 試 験 に つ い て の 問 い 合 わ せ 先 は ， 次 の と お り で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６  問 い 合 わ せ 先  

 

三 次 市  総 務 企 画 部  総 務 課  職 員 係  
 

〒 7 2 8 -8 5 01  三 次 市 十 日 市 中 二 丁 目 8 番 1 号  

T E L ： 08 2 4-62 -6 1 05  FA X ： 0 8 2 4 -6 2 -6 1 37  

E メ ー ル ： sou m u @ ci t y. m i y osh i . h i r osh i m a . j p  

三 次 IC  

三 次 駅  
八 次 駅  

● 三 次 郵 便 局  

● ＪＡ 三 次  

広 島 三 次 ﾜ ｲﾅﾘｰ  ● 

● みよし運 動 公 園  

西 三 次 駅  

マツダ三 次  
自 動 車 試 験 場  

国 道 ３ ７５ 号  

至

大

阪 

至

東

広

島 

至

広

島 

至

広

島 

至

松

江 

国

道

5 4
号 

JR 芸 備 線  

巴 橋  

中 国 自 動 車 道  

至

三

次

東

IC 

国 道 １８ ３号  

試 験 会 場 案 内  

Ｎ  

馬 洗 川  
江

の
川 

【  試  験  会  場  】

三 次 市 役 所  

市 立 三 次 中 央 病 院  ●  

７  試 験 会 場 案 内  

mailto:soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp


　受験職種（該当の□を塗りつぶしてください。）

性　　別

年　　齢

満　　　　歳

〒

℡（　　　　　）　　　　－

〒

℡（　　　　　）　　　　－

自

至

自

至

自

至

自

至

　在学　・　中退

　　　年　 　月

　　　年　 　月

　　　年　 　月

資
格
・
免
許
等

　卒業　・　卒業見込

受験番号
　※記入しないでください

現住所

※令和２ 年４月１日
　 現在の年齢を記入

在学期間学部・学科・専攻

　在学　・　中退

学校名

中学校 卒　業

（縦４ｃｍ×横３ｃｍ）

　在学　・　中退

　　　年　 　月 　卒業　・　卒業見込

□ 事務職Ａ （ 一般事務） 　 　 　 　 　 　 　 □ 保 育 士
□ 事務職Ｂ （ 障害のある人）
□ 事務職Ｃ （ Ｕ タ ーン枠）

Uターン枠
受験者

　　　年　 　月

　　　年　 　月

修学区分

　　　年　 　月 　卒業　・　卒業見込

写真裏面に職種・氏名
を記入してください。

平成

Uターン対象者　　　　　　　　　　　　　　　　□本人　　　　　　　□配偶者

令和元年度三次市職員採用資格試験〔９月２２日実施〕

フリガナ

フリガナ

連絡先
(帰省先等)

学
　
歴
　
欄

生年月日

履歴書（申込書）

年　　　　　月　　　　　日生
昭和

平成

フリガナ

氏　　名

取得年月日

写真裏面全体にのり
付けし，はがれないよ
うにしっかり貼ってくだ
さい。

資格・免許等の名称

　　　年　 　月

　　　年　 　月

取得理由

三次市に住所を有していた期間　　　　　　　　　　　　　年　　　月から　　　　　　　　　年　　　月まで

当時の住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　三次市

　在学　・　中退

　卒業　・　卒業見込

写　　真

裏面も記入してください。



（氏名： ）

雇用形態

　（注） 「雇用形態」欄は，正規社員，契約社員，パート，アルバイト等を記入してください。

「事務職Ｂ（障害のある人）」を受験する場合のみ記入してください。

都 ・ 道
府 ・ 県

市

号

交付年月日

　　　　昭和 ・ 平成 ・ 令和　 　　　年　　　月　　　日
（再交付　　　昭和・平成　 　 年　　  月　　  日）
（有効期限　 平成・令和　　　年　　　月　　　日）

障害名（身体障害者手帳の障害名欄の記載事項をすべて記入してください。）

手帳の種類：　　身体障害者手帳　・　療育手帳　・　精神障害者保健福祉手帳　　（○で囲んでください）

障害の級・程度

　　　　　　　　　　級

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

番号

　　第

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

交付機関名

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

職
　
務
　
経
　
歴

勤務先 勤務期間担当した職務内容

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月
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令和元年度 三次市職員採用資格試験要項（ 受験案内）  
〔 技師（ 土木・ 建築）〕  

 
令 和 元 年 ７ 月 
三 次 市 

 
☆第１ 次試験日  令和元年 9 月 22 日( 日) 午後 1 時から  
☆申込受付期間  令和元年 7 月 10 日( 水) ～8 月 23 日( 金)  
          午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（ 土・ 日曜日及び祝日を除く ）  
          ※郵送の場合は 8 月 23 日( 金) 午後 5 時 15 分までに必着のこ と  
 
 
１  採用職種， 採用予定人員及び受験資格                    

各職種について， 受験資格のすべてを満たす人が受験できます。  

採用職種 
採用予定 

人員 
受 験 資 格 職務内容等 

技師 
（ 土木）  

若干名 

① 昭和５ ４ 年４ 月２ 日以降に生まれた人 

② 令和２ 年４ 月１ 日に採用可能な人 

③ 次のいずれかの資格・ 要件を満たす人 

 ○ １ 級土木施工管理技士又は２ 級土木

施工管理技士資格を有する人 

 ○ 学校教育法に基づく 高等学校以上の

学校（ 同程度と 認めるも のを含む） にお

いて専門（ 土木） 課程を修得し て卒業し

た人（ 令和２ 年３ 月卒業見込みの人を含

む）  

技術系事務職員と し て，

土木施設・ 農業施設・ 上

下水道施設などの設計，

施工管理，維持保全等の

業務に従事し ます。  

                 

人事配置の都合上，一般

事務に従事する 場合も

あり ます。  

技師 
（ 建築）  

若干名 

① 昭和５ ９ 年４ 月２ 日以降に生まれた人 

② 令和２ 年４ 月１ 日に採用可能な人 

③ 次のいずれかの資格・ 要件を満たす人 

 ○ １ 級建築士又は２ 級建築士資格を 有

する人 

 ○ １ 級建築士試験又は２ 級建築士試験

の受験資格のう ち 学歴要件における 指

定科目を修めて学校を卒業し た人（ 令和

２ 年３ 月卒業見込みの人を含む）  

技術系事務職員と し て，

公共施設の設計，施工管

理，維持保全等の業務及

び開発行為の審査，建築

指導等の業務に従事し

ます。  

 

人事配置の都合上，一般

事務に従事する 場合も

あり ます。  

 
  ※ 受験資格に係る 注意事項 
  ○三次市が令和元年度中に実施し た他の職員採用資格試験を 受験さ れた方は， 本要項によ る 職員採

用資格試験は受験でき ません。  
○本要項に定める受験職種について， １ 受験者につき １ 職種し か受験でき ません。  
○次のいずれかに該当する 人は受験でき ません。（ 地方公務員法第１ ６ 条に該当する人）  

   ① 成年被後見人又は被保佐人 
   ② 禁錮以上の刑に処さ れ， その執行を 終わる まで又はその執行を 受ける こ と がなく なる までの

人 
   ③ 三次市職員と し て懲戒免職の処分を 受け， 当該処分の日から ２ 年を 経過し ない人 
   ④ 日本国憲法施行の日以後において， 日本国憲法又はその下に成立し た政府を 暴力で破壊する

こ と を 主張する 政党その他の団体を 結成し ， 又はこ れに加入し た人 
  ○学歴及び国籍は問いません。  
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２  受験手続                                  

 (1 ) 提出書類（ 必須）  

  ① 履歴書（ 申込書）  

    記入事項の全てについて，黒のボールペンを 使用し ，楷書で丁寧に全て自書し てく ださ い。  

    申込前６ か月以内に撮影し た写真（ 上半身・ 脱帽・ 正面向き ・ 縦４ ㎝横３ ㎝） を所定の位

置に貼っ てく ださ い。（ 写真の裏面に受験職種と 氏名を 記入）  

  ② 返信用封筒 

    後日受験票を 送付し ますので，申込者自身の宛て先（ 郵便番号，住所及び氏名） を明記し ，

８ ２ 円分の切手を 貼っ た長形３ 号封筒（ 1 2 .0 ㎝×2 3 .5 ㎝） を 提出し てく ださ い。  

 (2 ) 申込方法 

  ① 直接持込みの場合 

    三次市 総務企画部 総務課 職員係（ 市役所東館３ 階） へ提出し てく ださ い。  

  ② 郵送の場合 

    提出書類を角形２ 号封筒（ 2 4 .0 ㎝×3 3 .2 ㎝） に入れ， 封筒の表左下に赤字で「 採用試験

申込（ ○○○）」（ ※○○○は採用職種名） と 書き ， 裏に差出人の住所・ 氏名を 明記し ， 郵便

局の窓口で必ず特定記録郵便扱いと し て早めに申し 込んでく ださ い。 その際， 郵便局で発行

さ れる受領証は， 受験票が届く まで大切に保管し ておいてく ださ い。  

   ※提出さ れた書類はお返し し ません。  

 (3 ) 申込先 

   〒7 2 8 -8 5 0 1  
   三次市十日市中二丁目８ 番１ 号  三次市総務企画部総務課職員係（ ℡： 0 8 2 4 -6 2 -6 1 0 5 ） 

 (4 ) 申込受付期間 

  ① 直接持込みの場合（ 上記(3 )の申込先に提出）  

    令和元年７ 月１ ０ 日（ 水） ～８ 月２ ３ 日（ 金）  

     午前８ 時３ ０ 分～午後５ 時１ ５ 分（ 土・ 日及び祝日を除く ）  

  ② 郵送の場合（ 上記(3 )の申込先に特定記録郵便と し て郵送）  

    令和元年８ 月２ ３ 日（ 金） 午後５ 時１ ５ 分までに申込先に必着 

 (5 ) 受験票の交付 

   受験票は， 申込時に提出の返信用封筒により ， 令和元年８ 月３ ０ 日（ 金） 頃までに発送する

予定です。 ９ 月４ 日（ 水） までに届かない場合は， 総務課職員係へ連絡し てく ださ い。  

 (6 ) 個人情報の取扱い 

   履歴書（ 申込書） 等に記載さ れた個人情報については， こ の試験の実施及び採用後の人事管

理上の目的に限っ て使用し ます。  
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３  試験の方法及び内容                             

 (1 ) 試験の方法 

試験区分 試験日時 試験科目 試験内容 

第１ 次 

試験 

９ 月２ ２ 日（ 日）  

午後１ 時から  

 

受付（ 時間厳守）  

１ ２ 時１ ５ 分 

～１ ２ 時４ ５ 分 

総合適性検査 

（ 択一式） 6 0 分 

文章理解， 語彙， 計算， 判断推理， 数

的推理， 資料解釈及び組織での人間関

係や， 業務への順応性・ 適応性につい

ての検査 

エント リ ーシート  

（ 記述式） 6 0 分 

志望動機， 自己 PR など（ 具体的な質

問事項は， 第１ 次試験当日に発表し ま

す。）  

小論文試験 

（ 記述式） 6 0 分 

課題に対する 理解， 論理的思考力， 表

現力等についての筆記試験 

第２ 次 

試験 

※次のいずれかの予

定 

１ ０ 月１ ６ 日（ 水）  

   １ ７ 日（ 木）  

   １ ９ 日（ 土）  

個別面接 

個人ごと の面接によ る口述試験（ 詳細

については， 第２ 次試験合格者に別途

通知し ます。）  

 ※第２ 次試験は第１ 次試験の合格者についてのみ行います。  

 ※第 2 次試験の日程は現時点での予定です。 詳細につき まし ては， 合格通知の中で連絡し ます。  

 

 (2 ) 試験会場 

   三次市役所 ６ 階会議室（ 三次市十日市中二丁目８ 番１ 号）  

   ※試験会場までの経路や交通手段等については， 事前に各自で確認し ， 時間に余裕を 持っ て来場

し てく ださ い。  

 (3 ) 試験当日の持参品 

   受験票及び筆記用具（ Ｈ Ｂ の鉛筆又はシャ ープペンシル， 消し ゴム） を 持参し てく ださ い。  

 (4 ) 合格発表 

   合格発表の時期は， 試験当日にお知ら せし ます。 なお， 電話での合否の問い合わせにはお答

えでき ません。  

 (5 ) 合格から 採用まで  

  ① こ の試験の選考に基づく 最終合格者は， 採用候補者名簿に職種ごと の成績順に登録し ， 令

和２ 年４ 月１ 日に採用の予定です。なお，採用候補者の資格は令和３ 年３ 月３ １ 日までです。  

  ② 試験の結果によっ ては， 合格者がない場合及び補欠合格を 行う 場合があり ます。  

  ③ 補欠合格者は， 令和３ 年３ 月３ １ 日までに合格者の採用辞退， 取消， 欠員等が発生し た場

合に順次採用し ます。 なお， 欠員等の発生状況によっ ては補欠合格者と し て登録さ れても 採

用さ れない場合があり ます。  

  ④ １ の受験資格を 満たさ ない場合は， 採用さ れる資格を 失います。  

  ⑤ 日本国籍を有し ない職員の配置や昇任については，「 公権力の行使又は公の意思の形成に参

画する公務員については， 日本国籍を 必要と する」 と いう 公務員の基本原則に基づき 行いま

す。  
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４  勤務条件等                                 

 (1 ) 初任給 

給 料 月 額 

（ 平成３ １ 年 4 月現在）  

大学卒 短大卒 高校卒 

1 8 0 ,7 0 0 円 1 6 4 ,2 0 0 円 1 5 3 ,0 0 0 円 

  ※上記のほか， 三次市職員の給与に関する 条例の定めに従い， 扶養手当， 住居手当， 通勤手当， 期

末・ 勤勉手当（ 賞与・ 年４ .４ ５ ヶ 月分） 等が支給さ れます。  

  ※金額については， 給与改定等を 受けて変更さ れるこ と があり ます。  

  ※卒業後の経歴その他に応じ て一定の額が加算さ れます。  

 (2 ) 勤務時間・ 休暇 

勤 務 時 間  午前８ 時３ ０ 分 ～ 午後５ 時１ ５ 分 

休 日  土・ 日曜日， 祝日， 年末年始 

休 暇  年次有給休暇， 夏季休暇， その他特別休暇 

 

５  問い合わせ先                                   

 受験手続， その他こ の試験についての問い合わせ先は， 次のと おり です 

 三次市 総務企画部 総務課 職員係 
〒7 2 8 -8 5 0 1  三次市十日市中二丁目 8 番 1 号 ℡ 0 8 2 4 -6 2 -6 1 0 5  

三次 IC 

三次駅 
八次駅 

●三次郵便局 

●ＪＡ三次 

広島三次ﾜｲﾅﾘｰ ● 

●みよし運動公園 

西三次駅 

マツダ三次 

自動車試験場 

国道３７５号 

至
大
阪 

至
東
広
島 

至
広
島 

至
広
島 

至
松
江 

国
道
54
号 

JR 芸備線 

巴橋 

中国自動車道 

至
三
次
東
IC 

国道１８３号 

試験会場案内 

Ｎ  

馬洗川 
江
の
川 【  試 験 会 場 】  

 三次市役所 

 

市立三次中央病院 ● 



　受験職種（該当の□を塗りつぶしてください。）

性　　別

年　　齢

満　　　　歳

〒

℡（　　　　　）　　　　－

〒

℡（　　　　　）　　　　－

自

至

自

至

自

至

自

至

裏面も記入してください

資
格
・
免
許
等

令和元年度三次市職員採用資格試験〔９月２２日実施〕

フリガナ

フリガナ

連絡先
(帰省先等)

学
　
歴
　
欄

履歴書（申込書）

フリガナ

氏　　名

生年月日

　 □　 技　 師（ 土　 木） 　 　 　 　 　 □　 技　 師（ 建　 築）

年　　　　　月　　　　　日生
昭和

平成

現住所

※令和２年４月１日
　 現在の年齢を記入

学校名 修学区分

　　　年　 　月 　卒業　・　卒業見込

中学校

　在学　・　中退

　　　年　 　月

在学期間学部・学科・専攻

　在学　・　中退

　卒業　・　卒業見込

　　　年　 　月

　卒業　・　卒業見込

　在学　・　中退

　　　年　 　月

受験番号
　※記入しないでください

写真裏面全体にのり
付けし，はがれないよ
うにしっかり貼ること。

　卒業　・　卒業見込

写　　真

（縦４ｃｍ×横３ｃｍ）

写真裏面に職種・氏名
を記入すること。

　　　年　 　月

　在学　・　中退

資格・免許等の名称 取得年月日

卒　業　　　年　 　月平成

　　　年　 　月

　　　年　 　月

　　　年　 　月



（氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

雇用形態

　（注） 「雇用形態」欄は，正規社員，契約社員，パート，アルバイト等を記入してください。

職
　
務
　
経
　
歴

勤務先 担当した職務内容 勤務期間

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月

年　　 　　月

～

　　　　　　　　　　　　年　　 　　月


